頭がいい人、悪い人の話し方



樋口裕一

●自分の価値観だけですべてを判断する

　自分の価値観をしっかりもつことは大事だ。価値観が暖昧なために何を信じてよいのかわからない人がふえている。その結果、アイデンティティも暖昧で、しっかりした指針もなしに暮らす人が多い。

　それに、当然のことだが、最終的にはあらゆることを自分の価値観で判断する必要がある。他人の判断を頼りに生きていくことはできない。自分の価値観によって自分の生き方を決定し、他人の価値観を肯定したり、否定したりする必要がある。

「それもよい。あれもよい」と言っていたのでは、すべてが許される社会になってしまう。「売春もよい。万引きもよい。犯罪もよい」という社会になってしまう恐れがある。それでは、社会は成り立たない。

　しかし、だからといって、自分の価値観だけで判断するべきではない。

　たとえば、部下が慎重に物事を運んでいるとする。どんどん仕事に取り組むのでなく、石橋をたたいて渡るように行動している。「やれるか」とたずねても、「さあ、わかりませんが、できるだけのことはしてみます」といった引っ込み思案な答えが返ってきたとする。

　そうしたことを聞くと、自分の価値観だけで判断する人間は、しばしばその人物を、「消極的で、やる気がない」と判断する。そして、場合によってはその人を遠ざけたり、左遷したりする。

　だが、考えようによっては、その人はやる気があるからこそ、様々な状況を想定して失敗のないように行動しているのかもしれない。その人は、やる気を、猪突猛進とは考えていないわけだ。むしろ、失敗の内容に用心しながら行動することがやる気だと考えているわけだ。

　このように、価値観によって、考え方によって、同じ行動が異なって見えることがある。相手の言い分を聞いてみると、「そんな深い意味があって、そのようなことをしていたのか」と驚くことがある。したがって、それまでの自分の価値観だけで物事を判断するべきではない。

　だが、自分だけの価値観で判断する人は、そのように考えない。自分以外の価値観があることも想像しない。そして、自分と異なる価値観で行動する人を頭ごなしに、劣っている、間違っている、反抗しようとしているなどと判断するわけだ。

　この種の人は、他人の行動の理由を洞察しようとはしない。自分の価値観で判断するだけだ。

「私は、……するような人間は許さない。人間は……でなくてはならない」と断言する。たとえば、「私は、大きな声で挨拶をしない人間は許さない。そんな人問は人間として価値がない」「私は、年賀状や中元・歳暮などの礼儀を守らない人間を許さない。それが最低限の人間のコミュニケーションだ」「私は、本を読まない人間には価値がないと考えている。本を読まない人間に成長はない」「男らしく堂々としていない人間は最低だ。男は男らしくどっしりと、女は女らしくしとやかにしていなければいけない」などと言う。

　そして、事実、相手の言い分を聞かずに、断罪する。相手が自分の考えを言おうとしても、聞く耳をもたない。そして、「そのような弁解じみたことを言う人間は、人間として最低だ」などと言い出す。

　教養とは、自分とは別の価値観も許容するということだ。自分だけの狭い価値観にとらわれず、別の価値観を理解し、広い立場に立って判断できるということだ。自分の価値観から一歩も出ないで、別の価値観で行動する他人を断罪するのは、いわば、別の国の法律で罰するようなものだ。それでは、知的な態度とは言えない。

　自分の価値観はしっかりともちながらも、別の価値観の人間の行動も理解し、その上で、どちらが正しいかを判断するというのが、最も知的な人間のすることだ。

周囲の人の対策 
　この種の人に対しては、しっかりと自分の考えをアピールすることだ。その種の人が上司であっても、恐れることはない。遠慮せずに、「私はこのようなつもりで行動した」としっかりと説明する必要がある。いや、そのような行動をとる前に、「私はこのようなつもりで、これから行動する」と前もってしっかりと示しておいたほうがいい。

　そうすれば、この種の人も、価値観が違う相手に対して、「あいつは、見所がある。自分の考えをしっかりともっている」と考えてくれ、自分の価値観を押しつけてくることが少なくなるはずだ。

　相手の価値観を変えるのは難しいので、折に触れ、自分の行動を説明する必要がある。この種の人に対しては、自分ではアピール過剰と思えるくらいでちょうどいい。

　もしいくら話しても、あるいはうまくアピールしても、まだ自分の価値観を押しつけてくるような人には、「この人は他人の価値観をまったく認めない人だ」と割り切ってつき合うしかない。その種の人が直接の上司でいる間は、相手に合わせるしか、対処の方法はない。どうしても価値観の合わない人は、そんな上司のもとから早く離れることができるように、配置転換を希望するしかない。

自覚するためのワンポイント 
　自分の価値観を押しつける人は、人が自分と違う価値観をもっている、あるいはいろいろな価値観があるということを想像できない人だ。もう少し、想像力を働かせたほうがいい。

　まず、許せないと思う行動をとる人がいても、頭ごなしに否定するのでなく、なぜそのようなことをするのか、もしかしたら、その人にはその人の価値観があって、それに基づいて正しいと考えてそのような行動をしているのではないかと考えてみることだ。そのような想像力をもつだけで、他人の価値観を理解できるようになる。

　したがって、許せない行動を見ても、頭ごなしに否定するのではなく、本人に「なぜ、そんなことをするのか」という質問をすることだ。そして、相手の言い分をしっかりと聞く必要がある。

●根拠を言わずに決めつける

　自分の意見を言ったら、その根拠を説明する必要がある。たとえば、恋人に別れ話を持ち出して、その理由を言わなければ、相手は怒り狂うだろう。昔は、それでも許されたかもしれない。男の場合、とりわけ、黙って別れるのが、美学だったかもしれない。だが、説明責任があちこちで言われる現在、そのような感情的な面においても、しっかりと根拠を示すことが求められる。仕事や政治経済的な意見の場合は、なおさらだ。

　ところが、根拠を言わない人がいる。

　その種の人は、このようなしゃべり方をする。「ぼかし言葉を使うんじゃない。みっともないじゃないか」「私立の中学に子供をやるなんて、意昧がない」「この失敗は君の責任だ」。もちろん、この後に、なぜぼかし言葉はみっともないか、なぜ私立の中学に子供をやるのは無意味なのか、なぜその失敗の原因は「君」にあるのかを、きちんと説明すれば、それでよい。

　ところが、それはない。この人の話はこれで終わってしまう。

　誰かが、「なぜなんですか」とたずねると、この種の人は、「そんなこともわからんのか」「自分で考えてみろ」「とやかく考える必要はない、悪いに決まっている」「そんなことは当たり前だ」などと、答えにならない答えを言う。

　もちろん、上司が部下を叱る場合には、たまには、自分で考えさせたいという意図があって、わざと根拠を言わないこともあるだろう。自分で発見してこそ、それが本当に自分の身になることはある。だが、根拠を言わずに相手を説得しようとしても、それは無理な語だ。その根拠に説得力があってこそ、人は億頼するのだ。それなのに、きちんと根拠を言えないということは、自分でそれを言えない、つまり、愚かだということにほかならない。

　ところで、この種の人は、しばしば、「嫌いだから、嫌いに決まっている」「好き嫌いだから、仕方がない」といった言葉を使う。そして、さまざまなことについて、根拠を言うことを拒否する。いや、根拠を考えようとしない。

　だが、味の好みなど、生理的なものを除いて、好みにも根拠はある。恋愛ドラマが好きなのはなぜか、サスペンスドラマが好きなのはなぜか、何かしら理由はあるだろう。

　たとえば、「幸せな恋愛を見ていると、自分も恋をしている気分になれるから恋愛ドラマが好き」とか「殺人の謎解きなど、謎を解くのが頭の体操になっておもしろい」などの理由だ。それを言えないということは、自己分析できないということでしかない。

　いや、食べものや味の好みでも、「私は東北の出身なので、この種のものを好む」「遺伝的に、アルコールは苦手だ」などの理由はあるはずだ。そのような理由を言ってこそ、相手は納得する。そうした努力を払う必要がある。

　この種の人が政治的な話をすると、ますます始末に負えない。「日本は再軍備して、敵から攻撃されないようにしなければいけないに決まっている」「どんな戦争だって悪いに決まっている」などと語って、なぜそうなのか、言おうとしない。いや、どうやら、そうしたことは考えたことがないらしい。根本のところを考えずに、ただ、同じような価値観をもった仲間内でしか、話をしていないのだ。だから、表立ってたずねると、怒り出してしまう。

　ことに仕事に関して、根拠を示さずに、決めつけられてばかりいたら、部下としては困る。理由をたずねても、いつも「自分で考えろ」と言われているばかりでは、「この人は本当は理由がわからない」と思われる。それでは部下がついてくるわけはない。

　若い人たちとつき合わざるを得なければ、当然彼らとは価値観が大きく違う。しかも、これからは、社内だけでなく、価値観の異なる人間と交流することが多くなる。そんなとき、根拠をしっかりと示せない人は、愚かそのものにしか見えない。

周囲の人の対策 
　この種の人が根拠を言えずにいるとき、考えられるいくつかの根拠を示して、そのうちから選択してもらうのも、ひとつの方法だ。つまり、「私の責任だと言われますが、その根拠は、……ということですか。それとも、……ですか」といった聞き方をするわけだ。

　そう聞けば、何も考えていない相手であっても、どれかを選択することができるだろう。それでも、根拠を示せないようであれば、相手はただ感情的な価値観でしか、ものを言っていないのだ。そんな人が上司なら、その人の決めつけは、聞き流すようにすることだ。

自覚するためのワンポイント 
　こういう人は、同じ価値観の人だけ集まって、阿吽（あうん）の呼吸で行動していればいい状況であれば、居心地がいい。「……と思う」だけで話が通じるからだ。だが、仕事をしていれば、そんな居心地のいい場所だけにいるわけにはいかない。ワンマン会社の社長でない限り、たとえどんなに年の離れた若い部下だろうと、きちんとした根拠も理由もなく、相手を説得することはできないのだ。

　まず、人それぞれ価値観が違うし、考え方も違うのだということを肝に銘じてほしい。社内にいれば、部下は上下関係であなたの押しつけを黙って聞いているかもしれない。だが、一歩上下関係のない世界に出れば、誰もあなたの押しつけなどには従わないことがわかるはずだ。だから、とにかく表に出ていくことだ。

　そういう外の世界でもまれて、「……と思う」で終わらせないで、「と思う。なぜかと言うと」というように、そのあとに必ずそう思った根拠を言うように癖をつけておく必要がある。そうしておけば、いやおうなく、根拠を言うようになる。

　だが、もちろん、それだけでは不足だ。ふだんから、すべての行動や現象には背景や根拠があるということを頭に入れておく必要がある。そして、他人の行動についても、「なぜそうするのか」といったことを考える癖をつけておく。自分の行動についても分析的に捉える努力をすることで、しっかりとした根拠を言えるようになる。

●矛盾に気づかない

　しゃべっているうちに矛盾してくる人がいる。

　その矛盾に本人がすぐに気づけばよいのだが、時々、その矛盾に少しも気づかないことがある。周囲のみんなが気づいているのに、しゃべった本人一人が気づかないことになると、愚かさを見せてしまうことになる。

　矛盾がもっとも起こってくるのは、例を挙げるときだ。

　たとえば、「昔の人は恥を知っていたのに、このごろの若者は傍若無人だ」と言い出したとする。そして、その証拠として、電車の中で化粧をする娘たちの話をする。それでやめておけばよかったのに、「そういえば、最近、かなりの歳の人も電車の中でお化粧をしているよね」などと付け加えて、おばさんたちが傍若無人である話をはじめる。

　そうすると、はじめとまったく矛盾して、「若者でなくても傍若無人だ」ということになって、いったい何を話そうとしていたのかわからなくなってしまう。ところが、いま話している内容に夢中になっているために、本人はそれに気づかないわけだ。

　また、こんなこともある。「憲法第九条を守るべきだ」と主張して、自衛障の戦力は強すぎるので、軍事力増強をやめるべきだと語っているとき、その人がメカ好きで、戦闘機などにも関心があると、ついそれに夢中になって、「この戦闘機は戦闘力が弱いので、意味がない」などと言い出したりする。それでは、「戦争反対」の立場から逆転してしまう。ところが、本人はそれに気づかない。

　いずれの場含も、例を挙げて話すうちに、何の例を挙げているのかを忘れてしまって、例に引きずられて、別の話になってしまったわけだ。

　もう一つ、その種の人が陥るのは、他人の意見に配慮しているうちに、自分の主張がわからなくなってしまうことだ。部長は賛成の立場で、課長は反対の立場、係長は賛成の立場……という点を頭において、それぞれに考慮しながら語っているうちに、支離減裂になってゆく。

　もう一つ、自分の考えに迷いがあるときも、この種の人は矛盾の中に入り込む。前もって自分の説に白信がない場合や、人前で言わなければいけない意見が自分の本音でない場合、とくに、そうなる。

　たとえば、何かを質問されて、それに答えているうち、つい本音をもらしてしまって、言わなければならない意見と違ってくることがある。また、本題と関係のないことを語っているうちに、そこでも本音が混じってしまって矛盾してくることがある。

　ところで、矛盾は明らかに見えるものだけとは限らない。直接的ではないが、よく考えると矛盾するような場合もある。そんなとき、ふつうの人には気づかれず、知的な人だけが気づくようなもの、あるいは、ほとんどの人が明らかな矛盾とは考えないものの何となくしっくりしないと感じているような場合もある。

　たとえば、「電車の中で化粧をする人が多いが、昔の日本人はそんなことはなかったのに、このごろの日本人は欧米の真似をして、恥を忘れている」と語っているとする。そして、電車の中で化粧をする人が増えていることを言うのに、「欧米の人が日本に来て、電車の中で化粧をする女性がいるので、驚いていた」などと言い出したりする。

　その人は、「欧米では化粧をする人が多いため、日本人はそれをまねて化粧をするようになった」と言っているのだから、その論が正しければ、欧米の人が日本に来て電車の中で女性が化粧をしていることに驚くはずはないのだ。

　このような矛盾を平気で口にする人は、基本的に、自分の大まかな主張を忘れてしまう人だ。いま口にしていることにばかり夢中になって、全体の論理を忘れてしまうために、そのようなことが起こる。そして、あまり頭の回転が速くないのに、何とかその場で処理しようとするから、そうなるわけだ。

　このような人が上司にいると、部下としては困る。話が混乱してしまうからだ。

　たとえば、会社の業績が上がらない。「今の時代、売上を上げるためには、ただ頑張るだけではだめだ。知恵を出し合って、何らかの打開策を考えろ」という話が重役からあった。それを課長が部下に伝えるのに、重役から、そういう語があったと伝えるまではいい。

　ところが、その種の人が、さらに部下に何かを言おうとすると、売上が上がらないのは、「みんながまだ力を出し惜しみしているからだ」といった方向にだんだんと向いていき、「あれこれ会議を開いてもたもたしているのではなく、もっと汗をかいて頑張って働け」というところに落ち着いたりする。それでは、重役の意図である「知恵を出し合え」という肝心なところが伝わらない。

　この種の人が中間管理職にいると、上から下に、あるいは下から上にスムースに話が伝わらなくなる。

周囲の人の対策 
　矛盾したことを語っているのが、目下の人間なら、それを指摘して、笑えば、それでよい。また、目上の人が相手でも、その矛盾が大して損害を生じないときには黙って見過ごしてもよい。

　だが、仕事に関して矛盾したことを語っていて、それが大きな問題になりそうな場合は、そうはいかない。そのような場合には、相手が上司であっても、「こんな場合には、どうなりますか」というように、相手が自分で矛盾に気づくような質問をするのが、最もうまい方法だ。

自覚するためのワンポイント 
　まず、すぐに矛盾に気づくことだ。周囲のみんなが気づいているのに、しゃべっている本人だけが気づいていないというのでは、あまりに愚かだ。

　そのためには、自分がいま何を言おうとしているのかを常にしっかりと意識しておくことだ。それがうやむやになってしまうと、矛盾が起こってくる。「○○の問題について、イエスの立場で語っている」ということをまず意識しておく。そして、公式の場では、余計なことは言わないようにする。

　友人や同僚との打ち解けた会話の場合は、自分で矛盾してきたら、さっさとそれを認めて、「ア、また矛盾しちゃったな」と頭をかくくらいでよいかもしれない。だが、公式の会議や目上の人間に向かってそういう態度をとるわけにはいかない。そのときには、しゃべっているうちに矛盾しそうになったら、さっさと「混乱してきたので、少し考えさせてください」と言うのが、うまい方法だ。

　また、上司の話を部下に伝える場合には、自分の解釈を入れないようにして、端的に、上司の言葉通り伝えるようにすることだ。そのまま伝えるのでは、まるでバカのように」思えるかも知れないが、自分の解釈を入れるとかえって、わけがわからなくなってしまうという自覚が必要だ。

●すんだことをいつまでも蒸し返す

　過去にいつまでもこだわる人がいる。「あのとき、ああしていればよかったなあ」「失敗したなあ。上司の機嫌を損ねたなあ」「彼女の信頼を失ってしまったなあ」「かっこ悪いところを見せちまったなあ」といったことを、いつまでもくよくよと考えている人だ。

　中には、「ああ、あの店であれを食べたけど、違うのを注文すればよかったなあ」などと、翌日になっても考えている人がいる。考えているだけならまだしも、口に出して言っている人がいる。

　もっと周囲をいらいらさせるのは、仕事上の反省を口に出して言う人だ。「あのとき、こう言っていればよかったなあ」「つい、別のことを考えていたために、向こうの部長にすぐに答えられなかったなあ」などと言う。本当に悔やんでいる場合もあるし、また、そのように言うことによって自分が反省していることを周囲の人々にわかってもらおうとしている場合もある。

　その種の人は、時には、数時間前や数日前どころか、数年前、数十年前のことをくどくど言う。

　過去につき合っていた女性に失恋したことなども、何年たっても、「あのとき、もしひと言言っていれば、彼女を失わなかったのに」などと、折に触れて言う。女性がその種の男のそんな話を聞けば、「私のことも後になって、そんなふうに言うのだろう」と想像してしまう。それだけで、そんなねちっこい男にはうんざりするに違いない。

　また、この種の人が上司だと、部下を叱るときにも、ずっと前にさかのぼって、次々とその人の失敗を並べたり、その人の昔の態度を罵ったりする。もちろん、本人の前で言うことは少ないが、その人がいなくなると、数年前のことを言い出したりする。

「あいつのせいで、昔、仕事を取り損ねたことがあるんだよ。あいつ、相手の社長に馬鹿なことを言ってな……」というようなことを言う。周囲が呆れるほど、過去にこだわる。

　その種の人は、ある事柄が終わっても、次のことに移れない。ほかの人がみんな別のことを考えているのに、一人しつこく前のことを考えている。

　もちろん、場合によっては、しつこく考えるのはよいことだ。しつこく考えることによって新たな発見がなされることもある。科学者や哲学者などで大成した人とは、おそらくほかの人が当たり前と思って目をつけなかったことをしつこく考える人だ。だから、しつこく考えること自体が愚かなわけではない。

　みんなを楽しくするようなことを、しつこく言うのは許されるだろう。「ああ、あの映画おもしろかったよねえ」と、映画を見た後、食事をし、帰るときになって言うのなら、それは決して愚かではない。あるいは、夕方に、「昼間来た人、それにしても美人だったなあ」と同僚に言うのも、うなずけるだろう。

　たしかに失敗を悔やんでこそ、新しいことに挑戦できる。過去をすっかり忘れていたのでは、成長がない。その意味で、過去にこだわって、そこから新しい活力を得るのは、悪いことではない。

　だが、反省するべきときはしっかりと反省し、どうすればよいか、反省をどう生かして、次の対策をとるべきかを真剣に考える必要がある。だが、いったんそれが決まったら、あとは過去を教訓にするだけにして、悔やまないことだ。

　愚かなのは、考えても意味のないこと、すでに終わったことをいつまでも悔やむ人だ。とりわけ、自分の失敗を悔み、他人の失敗をあげつらう人だ。

　しかも、この種の人は同じことを何度も言う。漫才のおもしろいネタでも、同じネタを三回も四回も見ると飽きてくる。そして、漫才師が愚かに見えてくる。才能ある、おもしろい漫才師でもそうだ。ましてや、おもしろみのまったくない、過去の繰言などは、周囲の人をうんざりさせ、その人を愚かに見せるだけだ。

　同性にとってさえ、過去のことをくどくどと蒸し返す男はつき合いたくないのだから、いわんや、女性にとっては尚更だろう。

周囲の人の対策 

　自分に害が及ばない限り、放置しておけばよい。この種の人は善人で気の小さな人が多いので、害の及ぶことはむしろ少ない。あまりにうるさいときには、安心させてあげるのもひとつの方法だ。部下が常に過去にこだわるときには、それがみっともないことだとわからせるのもよいだろう。

　ただし、被害が及ぶのは、自分がその人の後悔のタネに巻き込まれたときだ。「あのとき、

おまえがこうしてくれていたら」などといつまでもねちねちと繰り返されることになる。

つき合っている男がこんなタイプだとわかったら、即刻別れたほうがいい。人は悪くないかもしれないが、この種の男は細かいことにこだわり、ちょっとしたことでも、後々まで覚えていて、何度も繰り返して言う。

自覚するためのワンポイント 

　一定の時間、思いっきり過去について考えるとよい。そして、その間に、どのように対処するかを必死に考える。人を非難したいときも、その場でしっかりと叱る、そして、それがすぎたら、過去にこだわらないようにすることだ。

　こだわりそうになったら、それがみっともないこと、愚かなことだと、しっかりと考える。

それでも、過去が気になるようなら、それについて、文章を書くことを勧める。文章を書くと、もやもやしていた点が明確に在る。自分がどこに納得できずにいるのか、どうすればよいのか、見えてくることがある。

●感情に振り回される

　人間、もちろん感情をもっている。そして、感情があるからこそ、人間らしいと言える。感情の豊かな人のほうが、冷徹な人よりも人間的に魅力があるものだ。だが、あまりに感情に振り回される人は、愚かとしか言いようがない。

　感情に振り回されると言うと、女性のほうがその傾向が強いと思うかもしれないが、意外にそうではない。一見理性的に見えるだけに、男性で感情的な人は要注意なのだ。この種の人は、面倒見がよく世語好きに見える。

　たとえば、先輩後輩の関係を重視する。後輩に対しては面倒見がよく、まるで自分のことのように、世話を焼く。先輩に対しても、思いやりがあり、私生活にいたるまで心を配る。たとえ、先輩や後輩が仕事ができなくても人柄を重視し、仕事で人を判断したりしない。会社でリストラ話が持ち上がったとしても、最後まで断固として反対する。その意味では、義理人情に厚く温かく魅力ある人物に見える。

　だが、これはちょっと問題だと思うのは、こんな時だ。

　たとえば、営業まわりの途中で、交通事故の現場に遭遇したとする。運転手同士が互いのミスを言いつのって喧嘩寸前だ。ところが、この種の人は事故の瞬間を見ていないのに、あいだに入って仲介しようとする。喧嘩をとめるのはいいこととしても、大事な商談の約束の時間に遅れてしまうことになる。

　だから、人に対しても一時の感情で、同情する。自分が力になれないにもかかわらず、かかわろうとする。結果的には、途中で放りだすことになり、その人がかかわったことによって、かえって事態が悪くなる。

　この種の人は、物事がうまくいっていて機嫌がいいときは、周囲に対してもとてもいい人だ。だが、仕事でトラブルを抱えるなど、悩みごとがあるときには、ひどく落ち込んだり、周囲の人に八つ当たりすることがある。何でもないことで、子供を叱ったり、奥さんに怒鳴ったりする。

　この種の人は独身時代につき合っているときには、いい面だけを見せるものだが、それでも、言葉の端々に感情に振り回される傾向がわかるものだ。しばしば口にするのは、「あいつは虫が好かない」「気に入らない」という言葉だ。

　また、仕事関係のことも感情で判断する。

　たとえば、会議の席で議論が交わされたとする。会議とは、ある論題について論理的に議論ずる場だ。人間的に嫌いだから反対する、好きだから賛成するといった場ではない。自分の意見を批判されたとしても、それは人間性を批判されているわけではない。論理の上で批判されたら、論理の上で批判し返さなければいけない。

　ところが、この種の人は、「いつも、あいつの面倒を見ているので、俺の意見に賛成するだろう」と考える。また、「いつもあいつには世話になっているから、賛成しなくてはいけないだろう」とも考える。逆に、「あいつは気に入らないから、今度はこちらが反対してやろう」とも考える。

　そして、かわいがっている後輩が反対意見を言ったりすると、「あいつ、いつも面倒を見ているのに、裏切りやがった」と捉えて、怒り出す。また、「君なんかにわかるはずがない」といったことを言い出す人もいる。「先輩の私を差し置いて……」とか、「生意気な！」などと、しばしば感じ、それを口に出して言う。

　たしかに、このような人はきっと人一倍情感が豊かな面があるのだろう。それが良い面で出れば、人間的には魅力にもなる。だが、何事も感情的に捉えて、感情に振り回されるようでは、物事に対して冷静な判断ができない。上司に叱られて「それなら、辞めてやる」というように、一時の感情に駆られてとんでもない行動をしかねないのだ。

　こういう人は機嫌のいいときには、とことんやさしさを発揮するだけに、はじめから女性に嫌われるわけではない。だが、長くつき合っていくと、その地が出てくる。一緒に暮らすには、多少疲れる人だと言える。

周囲の人の対策 

　この種の人は情緒的な対応をするので、まずはしっかりと機嫌をとる必要がある。機嫌をとって、悪意がないことを示しておけば、感情的にもつれることはない。

　この種の人と社内で意見が対立して反論するときには、「反論するのは心苦しいが、諸般の事情を考えると、それを受け入れることはできない」としっかり説明して、相手の気持ちを考えていることを示すことだ。そうすれば、この種の人は、比較的簡単に許してくれるものだ。

　また、この種の人と一緒になってしまったら、ちょっと相手の気持ちをくすぐるような言葉や態度で、不機嫌にさせないことが、家庭生活円満のコツだ。それほど悪意があるわけではないので、つき合い方ひとつで何とかなる。

自覚するためのワンポイント 
　この種の人は、情緒的な自分を愛している節がある。自分を愚かだとは思っていない。むしろ、冷静な人を「冷徹」「非人間的」と考え、自分のように感情的な人間を温かい人間だと思っているのだ。

　だが、その温かさは、人に対する自分の感情の押しつけかもしれないと気がつく必要がある。感情に振り回されるのを改めるには、自分の感情をそのまま人にぶつけるのを抑える必要がある。感情のコントロールができずに、そのまま外に出すのは、正直でいいことではなく、大人気ない態度であることを知るべきだ。

　感情に曇らされて、理性的に判断できないということは、情けないことなのだ。それをしっかりと認識する必要がある。

●自分のことしか話さない

　誰でも最も関心があるのは自分のことだ。しかし、自分のことしか話さないとなると困る。

　女子高校生同士が電車の中で話しているのを聞くともなしに聞いていると、「私ね、昨日……」「ああそう、私なんか、……」といった具合に、会話はキャッチボールにならずに、お互いに相手の話は聞き流し、自分のことばかり話していながら、それでもどうやら話は通じているらしい。高校生くらいの年代なら、これでもいいのだろう。

　しかし、いい大人になっても、自分のことしか話さないというのはどうだろうか。こんな場面に出くわすことがある。

　同じ幼稚園や学校に通っている子供がいるような母親たち数人で話をしている。ある人がとにかくよくしゃべる。聞いていると、ほかの人が話すと、すぐにその話題を自分のほうで引き取ってしまい、「あら、私もそうなのよ」と言って、自分の話をはじめる。ほかの人が、その日の本来の話題らしい、幼稚園の問題とか学校の問題を話そうとしても、「私のところはこうなのよ」と、自分のことばかりを話し続ける。何人か集まっていると、必ず、この種の人が一人くらいいるものだ。

　関心があるのは自分のことだけ。自分が昨日したこと、子供がしたことなど、まったく関係のない人相手にも話し続ける。そんな人がいるものだ。

　たしかに、この種の人は女性に多いようだ。しかし、最近は男性でも、こういうタイプが増えている。いわゆる話し好きの一種だが、話題が自分と自分の周辺のことだけというのが大きな特徴だ。

　たとえば、職場でこんな話をとうとうと話す人がいる。

「実はねえ、昨日、女房が病気でね。おれが夜、子供の面倒を見たんだよ。するとね、子供が言うんだ……」「さっき、おもしろい人物にあったよ。僕が昔お世話になっていた人でね。その人とは、十年ぶりなんだけど……」「おれの祖父は九十二歳で死んだんだけどね。とてもよい人で……」

　このようなことを、仕事帰りに一杯やっているときではなぐ、社内で同僚の前で話したりする。話を聞かされる人は、仕事と関係のある話になるのかと思って待っているが、その様子はない。結局、自分の話で終わってしまう。

　この種の人は、目上の人が相手でも同じだ。たしかに目上の人と話しているときなどは、相手の話をさえぎれないことがある。そのような場合、話が途切れるのを今か今かと待っている。

そして、途切れたとたんに、自分の話をはじめるのだ。

　この人たちが話すのは、白慢とは限らない。失敗談だったり、滑稽な話だったりする。この種の人には、話し好きが多く、話が上手な人も多い。だから、時には、聞く人もおもしろおかしく聞いていられる。

　もちろん、この種の人も、話し相手に「あなたは、昨日何をしてた?」などと聞くことはある。だが、それは、そのあと、「私は、咋日、……していた」と言いたいための前ふりでしかない。「あなた、どこか、外国に行ったことある？」などとこの種の人が言い出したら、もちろん、「私は……に行ったことがある。そこでね……」という話のはじまる前兆だと考えてよい。

　前ふりがある人は、はじめから自分の話をするのは失礼だと思う気持ちがあるだけ多少はマシだとは言えるだろう。だが、仕方なしに相手に聞いてあげていることに違いはない。

　もちろん、この種の人は相手の話に関心があるわけではない。関心は、自分、及び自分の周囲のことに限られている。だから、相手が話していても、ほとんど耳を傾けていない。自分がしゃべりだす機会を狙っているだけなのだ。

　つき合いはじめてすぐのころは、この種の人に対して、多くの人が、何と社交的で楽しい人なんだろうと思う。それに、少しだけ聞くには、楽しめることもある。だが、毎回毎回、自分の話しかしないと飽きてしまう。

　この種の男は、女性から見ても、はじめのうちはおもしろい人に見えるかもしれない。だが、つき合ううちにだんだんと本人が自分のことにしか関心がないのがわかってくるものだ。当然、そんな男は今時の若い女性には見抜かれる。

　逆に、この種の女性は、男から見ると「私ね……」と自分のことをいろいろ話してくれ、自分に打ち解けてくれているように見え、かわいらしく思えるかもしれない。だが、この種の女性は自分のことにしか関心がなく、もし、そんな相手と一緒になったら、ほとんど亭主のことには関心をもってくれないし、面倒を見てもらえないと覚悟したほうがいい。

　言うまでもなく、対話は、相手を理解しあい、交流し合うことによって成り立つ。この種の人が愚かに見えるのは、その基本を理解していないからだ。話し相手を、舞台の観客であるかのように考え、自分をアピールすることばかり考えている。これでは、コミュニケーションは成り立たない。だから、はじめはおもしろい人と思われることがあっても、結局は嫌われ、愚かだと思われるわけだ。

　この種の人は、ナルシストと言える。まず自分をこよなく愛している。家族は、自分の延長として愛しているのだ。家族のことなどを自慢したりするのは、一見家族を愛しているように見えるが、むしろ、本音はこんなにいい家族をもっている自分を自慢しているのだ。

　いずれにしろ、人は他人のことも他人の家族のことも、ほとんど関心はない。まあ、恋人同士が自分のことを言い合っている分には、お互いに多少相手のことに関心があるだろうから、許されるのだろう。そのような、相手の言うことをまったく聞いていないで、話が通じていると思い込んでいる、女子高校生同士の会話をしているようなカップルが多いのではなかろうか。それで結びついて後はどうなるか、それはその後のお楽しみだろう。

周囲の人の対策 

　つき合っている相手が自分のことしか話さないような男なら、すぐにつき合いをやめたほうがいい。そんな男はナルシストで、自分のことしか考えない。逆に、つき合っている女性がそういうタイプの場合が問題だ。女性には、多かれ少なかれ、そういう傾向があり、相手に自分のことをもっと好きになってほしいという気持ちが強いからだ。

　だが、できれば、あまりにその傾向の強い女性からは逃げ出したほうがいい（ただし、男には、そんな女性ほどかわいく思えるバカさがあるから、さて、うまく逃げ出すことができるかどうか)。
　職場などにいる、その種の人には、さっさと、「そんな話には関心がない」ということをわからせる必要がある。そのためには、その人が話しはじめたら、話をそらすことだ。その種の人がよくやるように、「そういえば、私も……」とさえぎって、別の話にもっていくことだ。

自覚するためのワンポイント 

　まず、他人の話に耳を傾けることを心がける必要がある。そのためには、他人の話に興味をもつことだ。実は他人の話というのはおもしろいものだ。その人がどんな考えなのか、どのような思いで生きているのかが、話を聞いているうちにわかってくる。そのような他人の話を楽しむ心をもてば、それほど自分の話をしなくなるだろう。

　それでも自分の話をしたかったら、私は文章を書くことを勧めたい。エッセイを書く人というのは、基本的に自分のことを多くの人に語りたいという衝動をもっている人だ。

　文章を書けば、自分ひとりの話を誰にもさえぎられずにできる。それを誰かに見せたいのならば、インターネットのホームページや何らかのウェブページ、雑誌などに投稿するとよい。そこで思う存分、自分の話をしても、別に誰にも被害を与えない。それがおもしろい話なら、たくさんの人を楽しませるはずだ。

●何かにつけて目立とうとする

　どこの世界にも目立ちたがりがいる。目立つことを言って、周囲の人を感心させたり、驚かせたりしようとする。この種の人は、気のある異性がいると、一層張り切って目立とうとするものだ。

　目立とうとすること自体は、決して愚かなことではない。脚光を浴びている芸能人やスポーツマン、芸術家といった類の人たちは、目立つのが好きな自己顕示欲の塊のような人たちばかりと言って間違いないだろう。人より目立ちたいというのが、彼らの努力の原動力にもなっているのだから、彼らを愚かとは言えない。

　だが、いつもいつも目立つことばかりを考えて、しかも、それがウケないとなると、惨めだ。

　この種の人には二種類ある。

　第一の種類は、おどけ者型だ。高校生や大学生のころ、授業中に大声で教師を冷やかしたり、生徒に話しかけたりする人がいたのを思い出す人も多いだろう。この種の人は、大声でつまらないギャグを連発したり、テレビタレントの真似をしたりするのが好きだ。しかも、場違いなときにそうする。それが最も手っ取り早い目立ち方だからだ。

　目立とうとするあまり、ウケをとろケとして、わざと失敗してみせることがある。わざと席上ですべってみたり、わざと言い間違いをしたり、人のしゃべり方や動き方の真似をしたりする。

　学生なら、それもよいが、社会人になってもそれを続けているとすると、それは情けないとしか言いようがない。

　もちろん、もっとユーモアのセンスがあったり、鋭い意見を言ったりするのなら、文句はない。そのような人の周囲には笑いが絶えず、その人は人気者になるだろう。だが、この種の人のほとんどが、センスがなく、笑えない人なのだ。周囲は失笑に包まれるしかなくなる。

　この種のタイプは、まだ罪がない。しかし、こんな男とつき合ったら、女性はつねに、つまらない冗談に悩まされることになる。また受けてやらないと、不機嫌になったりするから余計に気を遣う。その種の男では、相手が疲れて離れていくだろう。

　もう一つのタイプはもっと愚かだ。このタイプは、大声を上げたりするのではなく、もう少し知的に目立つことを求める。おどけものになろうとするわけではないのだ。知的に鋭いことを言ったり、仕事でも目立とうとする。その意味では、この種の人は堅実で知的で、仕事のできる人であることが多い。だが、目立つことを好むために、時に愚かさを示してしまう。目立とうとするあまり、過激なことを言ってしまう傾向が強いのだ。

　会議が行われているとする。その種の人が何一つ目立つことのないまま終わろうとしている。そんなとき、その種の人は焦りはじめる。少し目立って上司や同僚によいところを見せつけたくなる。あるいは、その会議に気のある異性がいる場合には、その人に対してポイントを稼ぎたくなる。会社を支えるヒーローたろうとする。そればかりか、それを見せようとする。そして、「皆さんは、このことを良いことのように言っていますが、悪いところも多いと思います。最初から考え直すほうがいいのではないでしょうか」などと、これまで決まってきたことを全否定してしまったりする。

　ところが、しっかりした裏づけがあるわけでもなく、ただ目立ちたくて言っているのだから、説得力のあることを言えない。苦し紛れに支離滅裂なことを言い、失態を示して周囲の信頼をなくすのがオチなのだ。

　つまり、実力もないのに、上げ底で知的に目立ちたいタイプだ。この種の男は、つき合う女性に対しても、つねに自分がもの知りで、仕事もできると見せたがる。だから、会社で、こんなに認められている、こんな仕事をした、今の知の流行はこういうことだ、などと、とうとうと話す。つき合いが浅いうちは、「この人は凄い人なんだ」と思うかもしれないが、だんだんと馬脚が現れてくる。

　まあ、女性にとっては、それほどの実害はないとも言える。ただし、そんな話し方をしていると、つき合いが続くうちに、そのバカさ加減が相手の鼻につくこと請け合いだ。

周囲の人の対策 

　第一のタイプの人については、大目に見るのもいいだろう。決して、人が悪いタイプではない。ただし、結婚相手としては、あまりお勧めではない。というのは、会社ではあまり重用されないタイプだからだ。

　第二のタイプについては、つき合い続けるのなら、相手を立ててやらないと、変にひねくれたりする難しさがある。まあ、「凄いわね」と感心したフリをしていれば、男はご機嫌だろう。

　もしかすると、そのうちに実力をつけるかもしれない。そうなればいいが、逆に年をとるにつれて、さらに現実離れした見栄を張るようになる可能性のほうが強いが。

　第一のタイプの人が同じ職場などにいた場合は、この人のセンスを高めようとしても無理だ。つまらないしゃれを言っても、我慢してあげるだけの心の広さをもつべきだ。もちろん、そのしゃれがつまらないということは、きちんと認識させるほうがよいが。

　部下、同僚などに、第二のタイプの人がいた場合には、あまり目くじらを立てずに、目立とうという気持ちを多少大事にしてやることも必要だ。目立ちたがるということは、個性的に考えよう、独創的な発想を得ようということでもあるからだ。

　ただし、あまりに無内容なときには、きちんとわからせる必要がある。それで伸びてくればホンモノだが、いつまでもただ目立ちたいだけというのなら、それは無視することだ。

自覚するためのワンポイント 
　二つに一つの選択だ。一つは、ウケるのをあきらめることだ。もちろん、このほうが解決法としては、圧倒的に簡単だ。とりわけ、ユーモアのセンスを身につけるのは難しい。おどけて人気者になろうとしても、なれるものではない。その方向で目立とうとしている人は、センスがないと見極めるほうが賢い。

　しかし、鋭い発想を身につけ、仕事で目立とうとすることは、決して不可能ではない。堅実に仕事をし、真面目に仕事に取り組めば、きっと無理に目立とうとしなくても、目立てるものだ。毎回ヒットを飛ばす必要はない。毎回ヒットを飛ばそうとすると無理が出る。そう思えば、もっと気が楽になるのではあるまいか。

　背伸びは必要だが、それに伴う努力を嫌がらないことだ。そうすれば、多少、大きなことを言っても、社内でも大目に見てもらえるだろう。

●人の話を聞かない

　人の話をきちんと聞かない人がいる。みんなで話していたことを理解していない。今まで、まさにそのことが話題の中心だったのに、しかも間違いなく、その人はそこにいたのに、まったく同じことを尋ねて、周囲をあっけにとらせる。あるいは、相手はそんなことは言っていないのに、「お前はこんなことを言っている」と攻撃して、驚かせる。

　この種の人には、三種類がある。

　第一のタイプは、他人にそもそも関心がないために、人の話を聞くつもりのない人だ。周囲の人が話をしていても、それが頭に入っていない。一人で別のことを考えている。人の周りにいても、その中に入ることのない人だ。

　この種の人には、自分の関心のあることしか話さないという人がいる。たとえば、相手があることについて質問すると、ひと言、それに関係することに答えるのだが、話がどんどん変わっていき、いつの間にか、まったく違う話になっているのだ。どんな話題であっても、いつの間にか、その人が関心のある話題にもっていってしまうのだ。

　この種の人は、自分の関心のあることにしか興味を示さず、一人よがりの解釈をする。ただし、このタイブの人はそれほど多数ではない。このタイプの人は、社会生活を苦手とするので、すぐに集団から離れていくだろう。

　第二のタイプは、先入観にとらわれる人だ。

　どういうわけか、あるとき突然に「こいつはこんな奴だ」「こいつは、こんなことを言おうとしている」と思い込んでしまう。すると、相手が何を言おうと、聞く耳をもたなくなる。そうなると、相手の話のちょっとしたことから、その考えを誤解してしまう。そして、まったく見当違いの反論をしたりする。

　この種の人は、他人の考えをしっかり理解しようという意志がないのだ。だから、相手の考えに耳を傾けようとしない。頭から、自分が正しいと決め込み、誰かが何かを言うと、自分を批判していると思い込む。だから、けんか腰になって、発言しようとする人にくってかかる。

もう一つのタイプは、理解力が根本的に欠けている人だ。

　人の言葉を理解できない。文章を理解できない。何が、その文章の最も言いたいことなのかわからない。だから、的外れな反論をしたり、的外れな同意をしてしまう。

　とくにこの種の人は、文章や会話の中の、自分の意見に対立する部分に気を取られ、前後の脈絡を無視する傾向がある。相手の言葉の中に、「テロにも正しい面がある」という言葉を聞きつけると、たとえ、その人が「テロにも正しい面があるという人がいるが、それは間違いだ」と言おうとしていても、そんなことは無視する。

　しかも、この種の人は、他人の話の「例」に気をとられる。その人が主として言いたいことではなく、ただ、主張の例として示したことに反応する。ある人が、「テロはよくない。先日、テロのとばっちりで、飛行機の手荷物検査が大変だった。このままでは、世界中が疑心暗鬼になる」などと語っていると、その種の人は、「お前は手荷物検査をするべきでないというのか」と怒りはじめたり、「手荷物検査をするのには反対」と妙なところで同意したりする。

　他人の意見を理解できないということは、もっとも愚かだということだ。他人を理解できてこそ、自分の意見が成り立つ。他人を理解することによって、コミュニケーションが生まれる。それができないということは、もっとも愚かだということだ。

周囲の人の対策 
　この種の人に誤解されたような場合には、遠慮せずにはっきりと、「私はそんなことは言っていない。人の言うことをきちんと聞いてくれ」と要求するべきだ。そうしないと、最後まで誤解されたままになってしまう。もし相手が目上の人だったら、「大変申し訳ありません。誤解を招くような言い方をしたかもしれませんが、私の言いたかったのは……」と前置きして、はっきり言うべきだ。

自覚するためのワンポイント 
　他人に関心がないタイプなら、致し方ない。今さら、他人に関心をもつように言っても、無理だろう。だが、先入観で誤解してしまうタイプなら、十分に防ぐことができる。

　自分が先入観をもちやすいと自覚できたら、ともかく、相手に質問をすることを心がけることだ。早合点しそうになったら、「君の言いたいことは、こういうことか」とたずねる。それを忘れると、早合点してしまう。たった、それだけの質問で、愚かさを見せずにすむ。

　もう一つの理解力のないタイプの人は、理解力をつけることを心がけてほしい。最も練習に艮いのは、新聞の投書欄だ。投書は短く、言いたいことがはっきりしている。しかも、毎日更新される。毎朝、投書欄を読んで、その言いたいことを読み取る練習をしてはどうだろう。その際、キーワードを見つけて、その文章が何について語っているのかを明確にし、その文章が何に反対しているのかを考えれば、言いたいことは明確になる。







